








小児慢性腎不全患児 20 例を対象に,DEQCT 法による腰椎骨骨塩量と SPA 法による前腕骨骨

塩変化量を検討した。腰椎骨骨塩変化量は血中ビタミン D濃度と正の相関,血清 c-PTH 値と

は負の相関がみられた。前腕骨骨塩変化量は血清アルカリフォスファターゼ値と負の相関

がみられた。腎性骨異栄養症における骨塩量は腰椎と前腕骨とで変化が異なり,またその変

化をあらわす血清因子が異なっている可能性が考えられた。 


